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「日本の森を救う」緊急提言
１．薬剤等によるナラ枯れ防止対策を抜本的に見直してください。研究者、市民を総結集してナラ枯れ原因の解明とその対策を早急に実施してください。
２．「国民が森と親しむ日」を祝日として制定し、日本の森を元気にする国民的な運動を推進してください。
３．森を救うためには縦割り組織の弊害を無くした「日本の森を元気にするプロジェクト」（仮称）を国家戦略室内に設置し、政官財労による樹木保護対策、温室効果ガス削減「２５％」対策、雇用対策等の人類が森とともに生きていくために必要な総合的な政策を実施してください。
そのひとつとして、現行の「緑の雇用」に“炭作りと炭撒き”を取り入れ、
速効性のある雇用対策と森の土壌改良を行なってください。
４．化石燃料（石炭、豆炭、練炭など）が燃焼する時に排出される二酸化硫黄等を削減する燃料の生成技術支援をアジア各国へ行なってください。
５．日本の伝統建築技術と木の特性を活かした「１００年住宅」を促進させるための環境を整えてください。具体的には、建築基準法の見直しを求めます。
【提言の理由】
１、日本の森が衰退しています
１９９０年代に入って日本海側の森林地帯では広葉樹（ナラ、シイ、カシ類やブナ、クリ、サクラなど）の枯れが進行し、その範囲は太平洋側にも拡がり２０１０年度には２９都府県で被害がでています。今、まさに日本の森林が危機に瀕しています。１９７７年から進めてきた松枯れ対策法に基づく薬剤散布等によって松枯れは阻止することができませんでした。また、２０００年から実施してきた林野庁の薬剤散布等による害虫駆除ではナラ枯れに歯止めがかからず、このままではいのちの源である森の多面的機能が失われてしまいます。そのうえ農漁林業に多大な損害を生み出しかねません。また、二酸化炭素の吸収源である森が衰退すれば、国際公約の２５％削減の目標達成が危うくなります。
２、“木は根、根は土がいのちです”土壌が弱っています
林野庁はこれまでナラ枯れに対して「カシノナガキクイムシ被害に対する総合対策」
として薬剤散布等を行ってきました。しかし、樹木の立ち枯れは拡大するばかりです。その原因は虫だけにあるのでなく、「土壌の酸性化と汚染」等が原因であることが指摘されています。
化石燃料の燃焼によって排出されるのは窒素酸化物や硫黄酸化物等です。日本ではこれら大気汚染物質を含む雨や雪等が何十年間も降り続いています。これによって日本の森は「土壌の酸性化」に冒されています。かつてヨーロッパで発生したような土壌や湖沼の酸性化や汚染が日本でも進行して、それが森の衰退につながっていると思われます。
３、土壌の酸性化が原因のひとつ
ナラ枯れなど広葉樹が枯れる原因のひとつに土壌の酸性化が指摘されています。「立ち枯れの原因は大気汚染物の硫酸により土壌が酸性化し、土壌成分の金属が溶解性金属硫酸塩になり、それが樹木に吸収されてリン酸を不活性化したことによります」と、土壌の酸性化を研究している大森禎子先生（元東邦大学教授）は指摘しています。
「雨や雪どけ水に含まれた酸性物質が土壌に吸収され、土壌の酸性化が進むと、植物にとって有害なアルミニウムが溶けだす。溶けだしたアルミニウム・イオンは植物の毛根や、植物と共生している菌根菌を傷め、栄養の摂取を阻害する」と、東アジアの越境大気汚染を調査してきた畠山史郎先生（東京農工大教授）は述べています。
酸性化した土壌を中和させるためには、「炭化物が土壌改良資材として公認された理由は、炭を施用すると酸性土壌の中和や透水性の向上などが見られるので、理化学性の改善に役立つからという点でした」と、菌根の研究をしている小川　眞先生（日本バイオ炭普及会会長、大阪工業大学客員教授）は述べています。
４、緊急を要する複合的原因の解明
政府機関の土壌酸性化調査では、「土壌の酸性化はほとんど進行しておらず」（２００５年度・「森林吸収源計測・活用体制整備強化事業調査報告書（３）森林衰退状況調査」）と、独立行政法人森林総合研究所が報告しています。しかし、この調査はナラ枯れ現場で実施されていないようです。政府はナラ枯れ現場の土壌酸性化調査を早急に行い、土
壌から樹幹、生物を育む地中の菌根への影響に対する対策を行う必要性があります。
１９９７年、環境庁は湖の酸性化を確認した後、樹木の立ち枯れの原因を酸性雨とし
て初の警告を発表しましたが、自民党は薬剤散布等による政策を見直しませんでした。
原因解明には縦割り行政の弊害がつきまといます。酸性雨の調査は主に環境省が担当し、マツ枯れ、ナラ枯れ対策は林野庁が行っています。しかし、酸性雨などが土壌に堆積することによって生態系への因果関係を調査・研究する部門はどの省庁にも見あたりません。
５、汚染物質が木の生長を阻害
日本は世界でもまれにみる緑滴る島国で、水と豊かな土に恵まれています。森は土に支えられていますが、土の中には無数のカビやキノコ、バクテリア、小動物などが暮らし、植物と共生して森林の物質循環を支えています。この土の世界に、今、異変が起っています。多年にわたって化石燃料の燃焼に伴って発生した窒素酸化物や硫黄酸化物などの汚染物質は土の中で複雑な化学変化を起こし、これらの微生物や小動物、樹木の根などに障害を与えている恐れがあります。窒素酸化物は土壌中でキノコなどの共生微生物の働きを阻害し、硫黄酸化物はアルミを溶かして植物の根に害を与え、養分吸収を阻害している恐れがあります。
６、森を救うのは人間です
土壌に暮らす微生物や動物は豊かな森を育み、森の物質循環機能を高め、緑のダム機能を強化します。「炭」はこれらの有用な微生物の活性を高め、植物の根が生長するのを助けます。これらの研究成果は欧米では知られていることであり、日本でも少数の研究者が取り上げてきましたが、まだ十分とは言えません。従来の見方を転換して、これらの土壌中の生物の働きを重視した複眼的な研究・政策が必要です。
７、世界で注目される「炭」のパワー
日本では１９８０年代以来、樹木や植物体の残渣から作った「炭」を土に施すと、
土壌が改良され、作物や樹木の生長がよくなることが知られています。近年は世界中で「バイオチャー」という名称を付けて「炭」を農業に利用し、二酸化炭素を封じ込めようという運動が広がっています。
山に「炭」を撒くことは、川に流れだす水を浄化し、将来にわたって安心して水が飲めるだけでなく、漁業資源のもとになる沿岸の水質を浄化することにもつながります。したがって、炭を自然修復・再生に用いる方策は環境政策にとても重要な意味をもっています。
大気中に放出された二酸化炭素は光合成によって有機炭素に変えられ、植物体に貯蔵されます。それを炭化することによって化学的に安定な炭素に変え、土壌や水に用いることは、とりもなおさず大気中の二酸化炭素の封じ込めにつながります。この方法は地球が石炭を作ってきたやり方をなぞったものにすぎません。
８、森を元気にする政策は何十万人の雇用を生む
本提言書は、民主党政権の緊急課題である雇用対策に役立ちます。失業率は５．１%（２
０１０年１０月の完全失業率）、大学生、高校生の就職率が過去最低など若者は未来に希望を持てず、人々と社会全体のエネルギーが失われようとしています。
　　「炭」を撒くためには森林整備や炭化事業が必要となり、地域に新たな雇用を生み出
します。森と共に暮らし「木」の文化を育んできた日本は、伝統的な知識と技術を有し
ており、世界に誇りうる地域社会を再生させることができると信じます。将来への希望
をもって働くことができる森を守る専門家の育成と山村の活性化は緊急を要します。
９、二酸化硫黄削減技術支援をアジア各国へ
国際的には、ＣＯＰ１５で公約した日本の具体的な環境支援にも大きな期待が寄せら
れています。日本（国際善隣協会が中心となって）は中国重慶市と共同で二酸化硫黄を減らす技術支援を進めてきました。その結果、畠山史郎先生（東京農工大教授）の調査によると、１９９６年から中国重慶市、遼寧省鞍山市でバイオブリケット技術によって石炭から豆炭を製造してきました。この豆炭を燃焼させると二酸化硫黄の排出を抑えることができました。この豆炭を燃焼させた後の灰にはカルシウム、マグネシウム、カリウムが含まれ、これらは酸性化した土壌の改良に良い結果を得ました。カルシウム、カリウムなどの栄養塩類は２～１００倍に増加し、栄養元素の補充・回復効果があることも判明しました。また、生活にこの豆炭を燃料として使用すると咽喉後壁の炎症、扁桃腺の腫れが軽減されるという結果を生み出しました。
ご存知のように中国人民の多くは燃料を石炭、練炭、豆炭などに頼っています。この
燃料を燃やすと二酸化硫黄が多く含まれる大気汚染物質が排出されます。
１０、日本伝統木構法で家が作くれるようにしてください。
　　ご存知のように日本の伝統木構法はわが国数千年の木造建築の歴史の中で営々と培わ
れてきました。この建築は社寺等の文化財だけではなく一般民家や住宅でも素晴らしい
歴史を築いてきました。この伝統木構法の特徴である、人工林の無垢材を金物や接着剤
を使わずに木同士を組んで家が作れるようにすることが環境共生・循環型の建築である
と思います。これが「森林・林業再生プラン」に結びつくものだと信じています。
以上
